




 

の活動層である世代がつながっていない状態であった。しかし参加への関心はあり、同様

に、参加を促す取り組みが求められた。 
第三にこの参加を促す取り組みについては、多世代協働の事業、参加しやすい方法、そ

してタテの空白を埋めるための中学生、中学校、ＰＴＡとの連携という方向性が示された。 
本来まちづくりは総合的なものであり、行政・専門機関と住民が協働して行うものであ

る。その意味で地域協働はまちづくりのメインストリームであろう。そして担い手育成は

多くの取り組みが逢着している課題である。Ｓ地区の取り組みは解決の一つの方向を示し

ていると考えられる。 
見直された計画の実践及びその結果については今後ということになるが、地域協働の精

神が生かされた取り組みがなされることを期待したい。 
 

付記 

本研究は 2014 年度の呉地域オープンカレッジネットワーク会議の地域活性化研究助成

金を受け、『多世代協働によるまちづくりの推進～呉市中心市街地を事例に～』と題して行

ったものである。本稿は同研究報告書の内容に加筆して作成した。研究に当たっては広島

文化学園大学社会情報学部健康福祉学科の学生（藤本有希、森山希望、宮岡優斗）、同僚（鶴

岡和幸、栗川隆宏）と共同して行った。よって本稿は共同の成果物である。また調査に当

たっては、Ｓ地区の関係者の方々、呉市の職員の方々に多大のご協力を頂いた。ご協力頂

いた方々に深く感謝したい。 
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フズリナを求めてカナダへ 
 

佐 田 公 好＊ 
 

要旨：カナダ政府 NRC の奨学資金で UBC（ブリティシュ・コロンビア大学）に 1 年 6 ヶ月

滞在し、カナダ・アメリカ合衆国西部コルディレラ地方の石炭―ペルム系のフズリナ群集を

研究し、野外調査等で北米大自然の調査と日常生活などをまじえてここに記す。 
 

はじめに 
研究を通じて知り合った UBC（ブリティシュ・コロンビア大学）の Wilbert R. Danner 教

授の骨折りで、カナダ NRC（カナダ国立学術振興会）の資金が得られ、大学から招聘状を貰

い、 カナダへの長期出張が教授会で決定し、急に多忙になった。筆者は論文類、テキサスの

石油会社、Humble Oil & Refining Company の研究所の Dr. J. W. Skinner に渡すフズリナ

のプレパラ－ト（薄片）、石灰岩サンプルの両国税関用にタイプによるリストを作成し、妻敏

子は二人分の衣服類、日常的嗜好品など、荷物の中身をタイプし書類を作成した。さらに、

広島市宇品港近くの南海貿易会社に梱包とシッピングを依頼し、書類を同社に引き渡した。

筆者のカナダでのフズリナ研究はこのようにしてはじまった。 
 

カナダへのフライト 
1967 年（昭和 42 年）9 月 19 日（火）日頃お世話になった恩師今村外治名誉教授、豊田英

義教授、多井義郎教授、小島丈児教授、岩佐 正教授にご挨拶を済ませる。小島先生がハワ

イにでも寄って給油するのかね、それとも空中給油かなぁ―？といわれる。DC８はノンスト

ップのようですと答えたことを思い出す。廊下で濡木輝一先輩に会いご挨拶する。 
9 月 18 日（月）、九州大学の鳥山隆三教授と勘米良亀齢助教授（当時）にこれまでのご指

導を謝するため空路 YS11 で日帰りする。鳥山教授は英会話に慣れるためアメリカの貨客船

で行きなさい、といってくださるも既に航空券の手筈を済ませていたのでそれはかなわなか

った。先生はイリノイ州立地質調査所の故 M.L.Thompson 博士のもとへ留学されていたので、

その時の経験から仰って下さったようだ。勘米良助教授は謹厳で誠実な人柄の方、一つで良

いから論文を書いて無事に帰国しなさい、と餞の言葉をいただいた。先生は英国エヂンバラ

大学への留学経験をお持ちであった。エディンバラへ留学される時、夜 12 時頃であったが今

村外治先生と広島駅の僅かな停車時間に列車の昇降口で会い、お見送りしたことがある。自

分もいつの日にか留学したいものと思った。 
18 日の夜、通産省地質調査所広島支所の関係者が本通りの酔心で送別会を開く。9月21日、 

＊広島文化学園大学（旧呉大学）社会情報学部・大学院研究科、元教授、客員教授


